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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
額
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
８
３
７
Ｌ

【
作
者
名
】

　
葦
原
那
岐
沙

【
あ
ら
す
じ
】

　朝
起
き
る
と
、
僕
の
額
に
謎
の
『
数
字
』
が
浮
か
ん
で
い
た
。

こ
の
『
数
字
』
は
日
本
全
土
、
全
て
の
人
間
に
現
れ
て
い
た
。

知
人
に
も
、
家
族
に
も
。
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（
前
書
き
）

初
の
ホ
ラ
ー
要
素
が
あ
る
小
説
な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
つ
た
な
い
所
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
。

お
手
柔
ら
か
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



3

朝
起
き
た
ら
、
額
に
数
字
が
書
い
て
あ
っ
た
。

洗
面
所
。
い
つ
も
の
よ
う
に
洗
顔
と
歯
ブ
ラ
シ
を
す
る
た
め
、
こ
こ
に
来
た
。

鏡
を
覗
い
た
ら
、
そ
こ
に
は
僕
の
顔
と
。

謎
の
数
字
が
額
に
浮
か
ん
で
い
た
。

黒
い
文
字
で
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
書
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
幾

ら
強
く
洗
っ
て
も
拭
い
て
も
、
ま
っ
た
く
落
ち
な
い
。

不
思
議
に
思
い
つ
つ
も
、
リ
ビ
ン
グ
に
行
く
と
僕
は
さ
ら
に
困
惑
し
た
。

家
族
全
員
の
額
に
数
字
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
。

母
は
『
４
』

父
は
『
１
』

妹
は
『
５
』
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背
中
に
悪
寒
が
走
っ
た
。

テ
レ
ビ
が
点
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、
随
分
と
慌
た
だ
し
く

読
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

見
慣
れ
た
朝
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
言
っ
た
。

「
日
本
全
域
の
全
て
の
人
間
の
額
に
、
謎
の
数
字
が
浮
き
上
が
り
、
発
生
地
も

原
因
も
不
明
。
国
の
見
解
で
は
－
－
－
－
－
－
－
－
－
」

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
額
に
は
『
１
』
の
数
字
が
あ
っ
た
。

僕
は
思
わ
ず
吐
き
気
が
し
た
。

父
が
テ
レ
ビ
を
静
か
に
消
し
、
僕
た
ち
に
言
っ
た
。

「
落
ち
着
こ
う
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
よ
う
」

母
と
妹
は
不
安
の
ど
ん
底
に
い
た
。

僕
と
父
は
底
知
れ
な
い
恐
怖
に
追
わ
れ
て
い
た
。

～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～

一
週
間
が
過
ぎ
た
。

国
は
、
有
力
な
情
報
を
未
だ
に
何
も
つ
か
め
て
い
な
い
。
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た
だ
、
二
つ
だ
け
分
か
っ
た
事
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
。
日
本
国
に
い
る
、
年
齢
、
性
別
、
人
種
関
係
な
く
全
て
の
人
間
の
額

に
数
字
が
現
れ
た
。

二
つ
目
は
。
額
の
数
字
は
『
９
』
が
限
界
値
で
、
二
ケ
タ
の
数
字
を
持
つ
人
間

は
今
の
所
確
認
し
て
い
な
い
。

謎
の
組
織
に
よ
る
テ
ロ
説
、
新
種
の
病
原
菌
説
、
宇
宙
人
説
。

色
々
な
説
が
、
テ
レ
ビ
の
中
の
評
論
家
た
ち
に
よ
っ
て
飛
び
交
わ
れ
た
。
勿
論
、

額
に
は
各
々
数
字
を
持
っ
て
い
た
。

今
日
、
中
学
校
か
ら
登
校
許
可
が
下
り
た
。

今
の
所
、
こ
の
額
の
数
字
は
、
額
に
数
字
が
表
れ
た
以
外
特
に
人
体
な
ど
に
は

実
害
が
無
い
。

一
部
の
地
域
で
、
学
校
側
が
授
業
の
再
開
を
開
始
し
た
の
だ
。

父
や
母
は
反
対
し
た
が
、
僕
は
行
く
事
に
し
た
。

額
の
数
字
と
共
に
。

～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～

ク
ラ
ス
は
、
や
は
り
数
字
の
話
題
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
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僕
も
そ
の
会
話
に
加
わ
っ
た
。

友
達
の
額
に
も
『
９
』
や
『
６
』
な
ど
数
字
が
あ
っ
た
。

親
友
の
薫
が
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
き
た
。

額
に
は
『
１
』
と
数
字
が
あ
る
。

す
ぐ
に
薫
も
話
に
加
わ
り
、
数
分
し
て
か
ら
担
任
の
先
生
も
入
っ
て
き
た
。

額
に
は
『
１
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。

～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～

翌
日
。

謎
の
泣
き
声
で
、
僕
の
朝
は
始
ま
っ
た
。

リ
ビ
ン
グ
に
行
っ
て
み
る
。

妹
が
大
き
な
声
で
泣
い
て
い
た
。

母
が
床
に
項
垂
れ
て
い
た
。

父
が
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
倒
れ
て
い
た
。
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呆
然
と
し
た
ま
ま
突
っ
立
っ
て
い
る
と
、
母
が
僕
の
元
へ
来
て
、
強
く
抱
き
つ

い
た
。

父
は
死
ん
で
い
た
。

外
傷
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

顔
は
安
ら
か
な
顔
だ
。

た
だ
、
死
ん
で
い
た
。

テ
レ
ビ
が
点
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、
随
分
と
慌
た
だ
し
く

読
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

い
つ
も
の
見
慣
れ
た
朝
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
そ
こ
に
い
な
か
っ
た
。

見
た
事
の
な
い
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
言
っ
た
。

「
今
日
。
額
に
『
１
』
の
数
字
が
あ
る
人
が
、
早
朝
６
時
ご
ろ
一
斉
に
倒
れ
、

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
国
の
見
解
で
は
－
－
－
－
－
－
」

僕
は
酷
く
吐
き
気
が
し
た
。

頭
の
中
に
『
１
』
の
数
字
を
持
つ
人
た
ち
の
顔
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

父
の
額
の
数
字
は
消
え
て
い
た
。
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僕
は
悟
っ
た
。

次
に
死
ぬ
の
は
僕
だ
。

何
時
死
ぬ
か
は
、
今
の
僕
に
は
分
か
ら
な
い
。

今
か
も
し
れ
な
い
。

午
後
か
も
し
れ
な
い
。

明
日
か
も
し
れ
な
い
。

来
週
か
も
し
れ
な
い
。

来
月
か
も
し
れ
な
い
。

来
年
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
僕
が
次
に
死
ぬ
と
ゆ
う
事
だ
け
は
分
か
っ
た
。

僕
の
額
に
は
『
２
』
の
数
字
が
浮
か
ん
で
い
た
。
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（
後
書
き
）

こ
の
小
説
を
お
読
み
下
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
い
点
、
悪
い
点
、
な
ど
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
言
下
さ
る
と
大
い
に
励
み

に
な
り
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
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